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　　　　　２００５年　オプティミスト大会計測の案内
今年より新しく適用されたルール運用について
２００５年　６月30日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本ＯＰ協会　CR計測委員長　荒川　渡　
2005年3月1日よりクラスルールが一部改正されました。今年の国内レースにおいて大会計測をされる場合は以下の新しい規制にご注意ください。

１．セール（特に注意して下さい。）→今年から2項目が追加規制されます。
1.1セールのリーチは張り出してはいけません。（下記のＯＰ協会公示を参照）
1.2セールクロスがマス目状の素地を使用している場合、そのマス目が9×9ｍｍ以下であれば大会での使用は出来ません。
ＣＲ6.2.2
セールの素地の厚さは0.15mm以上でなければならない。セール素地の構造上、セールクロスが均一の厚さでない場合は、スピンドルの表面が6.4mm（±0.25mm）の直径のマイクロメーターで計測された、セールの最も薄い部分が、少なくとも9mm×9mm正方の面積がなければならない、またその最も薄い部分をクロスの厚さとみなさなければならない。そのような構造でない、セールは2005年3月1日以降クラスルールに従わなくなり、2005年3月1日以降ＩＯＤＡ大会での使用は許可されない。

２．フォイル（ダガーボード、ラダーの事です）→今年は使用については規制されません。
２００４年より新ルールのフォイル使用が認められ、現在は従来規格のフォイルと両方が使用できます。ただし、従来規格品は今年から最初の基本計測を受ける事が認められなくなりました。（基本計測とは大会計測する前に公式計測員に証明書を発行してもらう事です。）

この従来フォイルは今後、大会使用を制限される可能性がありますが、２００５年ルールでは「２００６年以降のワールドで使用禁止、２００７年以降の大陸選手権で使用を禁止」と書かれています。

従って国内のレースでは具体的な公示・通達がない限り使用が認められます。
３．今年は以下の国内レースが大会計測を予定されています。
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１．　２００5年に改正が予定されているセールリーチに関するルールは以下の通りです。

6.3.3.4　リーチは以下の間を結ぶ直線から+5/-10㎜以上逸脱してはならない。
ａ.　ピークポイントと、上部バテンポケット上端とリーチ、との交点

ｂ.　 リーチと上部バテンポケット下端との交点と、リーチと下部バテンポケット上端、

との交点

ｃ.　クリューポイントと、リーチと下部バテンポケット下端、との交点　　

　　　　　　ＣＲ6.3.3.4を満たさないセールは2005年３月1日以降に使用してはならない。
6.3.3.5　リーチは、リーチと上部バテンポケット下端と、クリューポイント、の間を結ぶ直線から+20/-5㎜以上逸脱してはいけない。

2005年３月1日以降、最初の計測に提出されたセールはこのルールを満たさなければならない。
２．　リーチ張り出しセールを所有していて、２００５年３月以降のレースでも、そのセールを使用する場合、リカットが必要となりますので、以下の事項を参考にして下さい。


1）　セールは上記のクラスルールの文章、次ページの図解をよく理解してリカットして下さい。

３本それぞれの直線長さは、リーチの約３等分なので、約2800ミリ／３＝1000ミリ以下として、1ﾒｰﾄﾙの定規で各直線が測れます。

また、２メートルの直線はラニヤードをぴんと張ることでも作ることができます。　なお、+5/-10㎜とは、リカットの作業及び計測作業などの誤差です。直線でカットする事をお勧めします。
2）　緑の文字（6.3.3.5）の部分も、今回、後日の追加として規定されました。下部バテン付近で緑色の直線から外側に20ミリ、内側に5ミリまでの誤差が許されます。

3） カーブラインのリーチをカットすることにより、若干ですがヘッドとリーチ長さに影響を受ける可能性が考えられます。このため再計測に当たっては、この長さも測る予定です。

4） セールメーカーを含め、他の人にリカットを依頼した場合で、３.の特別措置を受ける選手は、　レース前に本人がルール通りであることをもう一度確認するようにお勧めします。

5） 2005年は、新しいルール導入期間として、レース実施要綱や、レース前の公示などで具体的な　指示を致します。それらの情報に注目して下さい。


[image: image1]
３．　リーチ・リカット再計測について、2005年大会計測で特別措置を実施します
1）　通常のルール改正は、２～3年の猶予期間を経て実施しますが、今回は提案公示後、約9ヶ月という短期間で、非常に切迫した状況です。この理由については、選手達にとって一番気になるセール形状やエリアの問題という事なので理解していただきたいと思います。

今回のリカットをする事はセールデザインの改造にあたり、カット後の公式計測員による再計測が必要です。これにつき選手のコストは、通常、セールメーカーとの作業料および運送料と、計測員との計測料および運送料です。　ＪＯＤＡとしては、本件の選手負担が大きい事に配慮し、本来行われない大会計測にて計測証明書の書き直し実施で選手負担を軽くする予定です。

※注　一般に証明書を発行または書き直しする基本計測と、レース寸前の大会計測とは全く別の扱いとなります。大会計測で基本計測を行えば、修正の時間がないため、出場トラブルの恐れ、また、基本計測では細部の計測を行うため大会スケジュールの遅延や、イベントとして計測の比重が大きくなりすぎるため、採用されておりません。

2） ただし、特別措置で再計測するセールは2004年に発行した証明書のみとします。

理由は、2003年とそれ以前のセールは価格に対する対価を（レースで使用したため）ある程度受けたもの、2004年以降は、まだ使用頻度が少ないため、早急なルール改正の影響を大きく受けたセールと判断して、線引きさせていただきます。

3）　特別措置を受けるセールは、選手1名につき、その大会で使用する1枚（大会計測スタンプを受けるセール）に限定し、再計測料は免除します。

4） 特別措置が予定される大会計測とは、2005年選考会、全日本、全日本オープン、東西日本、チームレースのＪＯＤＡが主催する6大会です。
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リーチ長さ　ＭＡＸ ２８００mm








リーチの2005年クラスルール
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半幅　ＭＡＸ １７００mm








※ 図はおおよそ


※ 矢印は「交点」
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ヘッド　ＭＡＸ １２４０mm



























































